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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　口頸部６を起立した容器体２と、前記口頸部６に液密に装着するとともに、環状の弾性
変形壁部7aを設けてその上方の上部筒部7bをその下方の下部筒部7c内に、前記弾性変形壁
部7aの弾発力による可逆的な押し込みが可能に構成してなる筒状のノズル７と、前記ノズ
ル７先端の吐出口14を閉塞して上方付勢状態で押し込み可能に嵌合させた棒栓８と、前記
棒栓８を被覆して前記上部筒部7bに着脱可能に嵌合したキャップ４とを備え、前記下部筒
部7cの基端開口を閉塞して周縁部をノズル７内周に摺動可能に嵌合させるとともに、その
上方に計量室Ｒを画成し、且つ、前記上部筒部7bと一体動可能に連結した弁板９を設け、
前記キャップ４頂面の押し込みにより、前記上部筒部7bが前記下部筒部7c内に押し込まれ
て容器体２内と計量室Ｒ内とが連通する如く構成したことを特徴とする定量塗布容器。
【請求項２】
　前記ノズル７内面に外周縁を摺動可能に当接させた案内リブ21を前記弁板９上面に設け
てなる請求項１記載の定量塗布容器として構成した。
【請求項３】
　前記計量室Ｒを構成する前記ノズル７を透明材により形成するとともに、ノズル７に目
盛27を形成してなる請求項１記載の定量塗布容器として構成した。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は定量塗布容器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　容器体に収納した液を、その口頸部に装着した塗布栓により塗布する如く構成した塗布
容器が知られている。（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　上記塗布容器は、一端部に取出口が形成された容器本体と、上記取出口を塞いで設けら
れこの取出口の中心位置に透孔が形成されている中栓と、上記中栓内側に設けられ柔軟な
弾性体で作られたバルブ部材とが設けられ、上記バルブ部材は、中栓に係止される取付部
部と、中栓の上記透孔に挿通されその先端が中栓の外側に突出する突部と、その突部の基
端部付近に形成され中栓の透孔の周囲に密着してその透孔を閉塞する当接部と、その当接
分と上記取付部の間に設けられ一定以上の力が加えられると屈曲する可撓部と、容器本体
内と中栓内を連通させる空間とを設けている。
【０００４】
　この容器は内容物の取り出し操作が確実であるとともに、中栓とバルブ部材とが確実に
密着し、内容物の液漏れや液垂れ等を起こさない優れたものである。
【特許文献１】特開２００２－１６０７５５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明はこの様な従来の液体塗布容器の利点を兼ね備えつつ、収納液の定量を簡単な操
作で計量できるとともに、一連の連続動作により簡単に塗布することができ、また、それ
らを簡単な構造で現出できる定量塗布容器を提案することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本請求項１発明の定量塗布容器は、前記課題を解決するため、口頸部６を起立した容器
体２と、前記口頸部６に液密に装着するとともに、環状の弾性変形壁部7aを設けてその上
方の上部筒部7bをその下方の下部筒部7c内に、前記弾性変形壁部7aの弾発力による可逆的
な押し込みが可能に構成してなる筒状のノズル７と、前記ノズル７先端の吐出口14を閉塞
して上方付勢状態で押し込み可能に嵌合させた棒栓８と、前記棒栓８を被覆して前記上部
筒部7bに着脱可能に嵌合したキャップ４とを備え、前記下部筒部7cの基端開口を閉塞して
周縁部をノズル７内周に摺動可能に嵌合させるとともに、その上方に計量室Ｒを画成し、
且つ、前記上部筒部7bと一体動可能に連結した弁板９を設け、前記キャップ４頂面の押し
込みにより、前記上部筒部7bが前記下部筒部7c内に押し込まれて容器体２内と計量室Ｒ内
とが連通する如く構成したことを特徴とする定量塗布容器として構成した。
【０００７】
　本請求項２発明の定量塗布容器は、前記ノズル７内面に外周縁を摺動可能に当接させた
案内リブ21を前記弁板９上面に設けてなる請求項１記載の定量塗布容器として構成した。
　　　
【０００８】
　本請求項３発明の定量塗布容器は、前記計量室Ｒを構成する前記ノズル７を透明材によ
り形成するとともに、ノズル７に目盛27を形成してなる請求項１記載の定量塗布容器とし
て構成した。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の定量塗布容器は、容器体２を倒立させてキャップ４の頂面を押し付けた後、押
圧を解除するという簡単な操作で所定量の液を計量でき、次いでキャップ４を外して棒栓
８を被塗布面に当接して押圧すれば計量液を塗布することができ、極めて取り扱いが容易
である。また、その構造も簡単で容易に製造できる利点もある。
【００１０】
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　また、案内リブ21を設けてなるものにあっては、度重なる計量，塗布を行っても弁板９
外周のシール性をより良好に維持できる利点を兼ね備える。
【００１１】
　更に、計量室を構成するノズル７を透明材で形成するとともに、目盛27を設けてなるも
のにあっては、複数種類の段階的な計量を行える利点を兼ね備える。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施例の形態を図面を参照して説明する。
　本発明の計量塗布容器は、容器体２と、塗布栓３と、キャップ４とを備えている。
【００１３】
　容器体２は胴部５より口頸部６を起立したもので、胴部５は圧搾可能に構成しても良い
し、圧搾ができない硬質の胴部として構成しても良い。
【００１４】
　塗布栓３は容器体２の口頸部６に装着して使用するもので、筒状のノズル７と、棒栓８
と、弁板９とを備えている。
【００１５】
　ノズル７は、前記口頸部６に液密に装着するとともに、環状の弾性変形壁部7aを設けて
その上方の上部筒部7bをその下方の下部筒部7c内に前記弾性変形壁部7aの弾発力による可
逆的な押し込みが可能に構成している。図示例では、ノズル７下端を連結した装着キャッ
プ10を容器体口頸部６に液密に嵌着してノズル７を容器体２に液密に固定している。装着
キャップ10は、口頸部６外周に螺着等の適宜係止手段を介して嵌合させ装着筒10a の上端
より口頸部６上面へフランジ状頂板10b を延設し、その頂板10b 裏面より垂設したシール
筒11を口頸部６内周に密嵌させて収納液の漏れを防止する如く構成している。また、口頸
部６外周に周方向多数縦設した係止リブと係合する係合リブを装着筒10a の内周に周方向
多数縦設して、装着キャップ10の容器体２に対する回動を防止するとともに、口頸部６外
周下部に突周設した係止突条12下面に装着筒10a 内面に突周設した係合突条13を乗り越え
係合させて上方への抜け出しを防止している。
【００１６】
　また、フランジ状頂板10b の内周縁より上方へ大径の前記下部筒部7cを立設し、その上
端縁より内方へ延設した前記弾性変形壁部7aを介して上方へ小径の前記上部筒部7bを立設
している。弾性変形壁部7aは基本的に内方へ向かうフランジ状をなし、上部筒部7bの上方
からの押圧に対して弾性変形して上部筒部7bが下部筒部7c内にその下部を下降し、押圧力
を解除すれば弾性変形壁部7aの弾発力によりもとの状態に復元する如くその肉厚，材質，
形状等を選択する。また、上部筒部7bはその上端部を縮径してその内部に吐出口14を開口
している。尚、図示例では、前記装着キャップ10とノズル７とをノズル部材Ａとして合成
樹脂により一体に形成している。
【００１７】
　棒栓８は、前記吐出口14を閉塞して上方付勢状態で押し込み可能に嵌合させたもので、
押し込みによりノズル７内と連通する如く構成している。図示例では、周面上部に液吐出
用の凹溝15を複数縦設し、下部外周より突設したフランジ状の弁部16を吐出口14を形成す
る筒壁裏面に当接させて液密性を保持しており、また、その弁部16の周縁部に上端を連結
した螺旋状の弾性板部17の下端を、前記上部筒部7bの内周下端部に嵌着した嵌合筒18に一
体に連結して常時上方へ付勢させている。尚、この弾性板部17を弾性変形させるための力
が前記弾性変形壁部7aを弾性変形させるための力より充分小さくなる如くその肉厚，材質
，形状等を選択する。
【００１８】
　また、弁板９は前記ノズル７の下部筒部7cの基端開口を閉塞して周縁部をノズル７内周
に摺動可能に嵌合させるとともに、その上方に計量室Ｒを画成している。また、前記上部
筒部7bと一体動が可能に連結している。図示例では、周縁部をテーパ状に下降させ、その
外周面を下部筒部7c内周下端縁に液密且つ摺動可能に嵌合させており、上記上部筒部7b内
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に連結して上部筒部7bと弁板９とを一体動可能に構成している。また、この連絡筒19には
窓孔20を穿設してその内外を連通させている。そして、弾性変形壁部7aを弾性変形させつ
つ上部筒部7bを下方へ押し込んだ際に、弁板９が下方へ移行して容器体２内と計量室Ｒ内
とが連通する如く構成している。更に、連絡筒19外方の弁板９上には周方向複数の放射状
の案内リブ21を設け、その外周縁をノズル７内周面に摺動可能に当接して弁板９がノズル
７内周より外れた際の案内を行う如く構成している。図示例では、前記棒栓８，弾性板部
17，嵌合筒18，連絡筒19，弁板９及び案内リブ21を内部部材Ｂとして合成樹脂により一体
に形成している。
【００１９】
　キャップ４は、前記棒栓８を被覆して前記上部筒部7bに着脱可能に嵌合させている。図
示例では、上部筒部7bの外周に螺着させた周壁22の上端縁より頂壁23を延設するとともに
、頂壁23裏面より垂設したシール筒部24を吐出口14を形成する筒壁外周に液密に嵌合させ
て構成している。
【００２０】
　上記の如く構成した定量塗布容器１を使用するに当たっては、図１の状態から容器を倒
立させた後、適宜の押圧面25にキャップ４の頂面を当接させて容器体２を押し下げると、
図２に示す如く、弾性変形壁部7aが弾性変形して上部筒部7bが下部筒部7c内にその一部を
押し込まれ、それに伴って弁板９が下部筒部7cより外れ、容器体２内と計量室Ｒ内とが連
通して容器体２内の液が計量室Ｒ内に流入する。次いで容器体２の押圧を解除すると弾性
変形壁部7aが復元し容器体２内と計量室Ｒとが隔離され、計量室Ｒ内には所定量の液が計
量される。次いでキャップ４を外して図３に示す如く、被塗布面26に先端を当接して押圧
すれば棒栓８が押し込まれて計量された液が凹溝15を介して被塗布面26に塗布される。
【００２１】
　図４は他の実施形態を示し、前記計量室Ｒを構成するノズル７の筒壁を透明に形成して
そこに目盛りを設けた例を示す。図示例では装着キャップ10及び各ノズル７を構成する部
材を透明材料で形成し、下部筒部7cに目盛27を形成している。この場合には何段階かの量
を吐出することができる。他の構成は図１の実施形態と同様である。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明定量塗布容器を示す要部半断面図である。（実施例１）
【図２】本発明定量塗布容器の使用を説明する説明図である。（実施例１）
【図３】本発明定量塗布容器の使用を説明する説明図である。（実施例１）
【図４】本発明定量塗布容器の使用を説明する説明図である。（実施例２）
【符号の説明】
【００２３】
　２…容器体，４…キャップ，６…口頸部，７…ノズル，7a…弾性変形壁部，
　7b…上部筒部，7b…下部筒部，８…棒栓，14…吐出口，21…案内リブ，27…目盛，
　Ｒ…計量室



(5) JP 4367698 B2 2009.11.18

【図１】

【図２】



(6) JP 4367698 B2 2009.11.18

【図３】

【図４】



(7) JP 4367698 B2 2009.11.18

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開平０１－１２４５６１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００２－２２５９０５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００３－１６０１５９（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｂ６５Ｄ　３５／４４－３５／５４
              Ｂ６５Ｄ　３９／００－５５／１６
              Ｂ０５Ｃ　　７／００－２１／００


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

